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インターシステムズの医療製品のデータ変換

インターシステムズの医療製品には、医療データを 1 つの形式から別の形式に変換する機能が組み込まれています。

これらのインターシステムズの医療製品は、以下の 3 つの異なるメカニズムを使用してデータを変換します。

• DTL (インターシステムズのデータ変換)

• XSL 変換 (XLST)

• API メソッド

3つのデータ変換メカニズム (DTL、XSLT、およびAPI メソッド) はすべて、必要に応じて拡張およびカスタマイズするこ

とができます。

1 SDA ： 中間形式

インターシステムズの医療製品は、1つの標準から別の標準にデータを変換するために、独自のデータ形式であるSDA

を中間形式として使用します。例えば、患者データを C-CDA v2.1 から FHIR®に変換する場合、インターシステムズの

医療製品では、事前構築済みの XSLT を使用してデータを CDA から SDA に変換した後、事前構築済みの DTL を

使用してそのデータを SDA から FHIR に変換します。この中間形式を使用することで、2 つの形式間のカスタム・デー

タ変換を作成する費用を節約できます。必要に応じて SDA 形式を拡張およびカスタマイズできます。また、これらの変

更内容で動作するように SDA間での変換メカニズムをカスタマイズできます。SDAの詳細は、"SDA ： インターシステム

ズの臨床データ形式" を参照してください。

SDA を中間形式として使用することにより、インターシステムズの医療製品に付属する既成の XSLT、DTL、および API

メソッドを活用できます。特定のユース・ケースでは、特に小さいデータ表現のみを変換する必要がある場合は、1 つの

形式から別の形式に直接マッピングする方が合理的です。このような場合は、独自のDTLを作成することで、SDAを中

間形式として使用せずに 1 つの形式から別の形式にデータを直接マッピングできます。例えば、カスタム DTL を使用

して、1つのHL7 スキーマ・バージョンから別のHL7 スキーマ・バージョンにデータを直接マッピングできます。カスタム

DTL を使用して任意の形式を別の形式に変換できますが、変換が複雑になるため、付属の XSLT、DTL、または API

メソッドを使用することを選択した方が効果的である場合があります。

1.1 SDA との間の変換

インターシステムズ製品には、以下のデータ形式からSDAに、また、SDAからこれらのデータ形式に変換するための組

み込みのメカニズムが用意されています。

FHIR

FHIR と SDA の間で変換を行うには、DTL を使用します。これらの DTL は、API メソッドや組み込みのビジネ

ス・プロセスで呼び出すことができます。SDA と FHIR 間の変換の詳細は、"SDA-FHIR 変換" を参照してくだ

さい。

HL7 v2

HL7 v2 から SDA への変換の場合は、クラス・メソッド HS.Gateway.HL7.HL7ToSDA3.GetSDA() を使用して、

プログラムによって HL7 メッセージを SDA に変換できます。プログラムによって SDA から HL7 v2 に変換する

方法はありません。
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CDA/C-CDA

インターシステムズ製品では、XSLT を使用して CDA から SDA に変換します。詳細は、"SDA と CDA の相互

運用" を参照してください。

1.2 SDA の変換の組み合わせ

SDA の変換を組み合わせることにより、最小限のカスタム・コードで、あるデータ形式から別のデータ形式に変換できま

す。例えば、HL7 v2 メッセージを FHIR に変換する必要があるとします。この場合、(適切な DTL を呼び出すことにより)

SDA を FHIR に変換する組み込みのビジネス・プロセスに加え、HL7 v2 を SDA に変換する API メソッドを呼び出すビ

ジネス・プロセスを含めた相互運用プロダクションを作成できます。このプロダクションには、

EnsLib.HL7.Service.FileService などの HL7 メッセージや組み込みの SDA-FHIR ビジネス・プロセス

HS.FHIR.DTL.Util.HC.SDA3.FHIR.Process を利用するビジネス・サービスが含まれます。これらのビジネス・ホ

ストがプロダクションに追加されると、カスタムのビジネス・プロセスやBPLを使用して、HL7-SDAメソッドを呼び出し、生

成された SDA を SDA-FHIR ビジネス・プロセスに送信できます。カスタムのビジネス・プロセスを使用する場合、コード

は次のようになります。

do ##class(HS.Gateway.HL7.HL7ToSDA3).GetSDA(pRequest,.tSDA)
do ..SendRequestSync(..TargetConfigName,##class(Ens.StreamContainer).%New(tSDA),.tResponse)

カスタムのビジネス・プロセスではなく、BPL を使用してこの変換を実現する例については、"FHIR R4 Integration

QuickStart" を参照してください。

2 DTL データ変換について

DTL とは、医療データを 1 つの形式から別の形式に変換する、インターシステムズのデータ変換です。これらの DTL

は、視覚的なDTLエディタで作成およびカスタマイズします。DTLエディタを使用すると、非技術系ユーザでも、カスタ

ム・コードを記述することなくこれらの強力なデータ変換を活用できます。DTL エディタを使用して、インターシステムズ

が提供する事前構築済みの DTL をカスタマイズし、SDA との間でデータを変換することができます。SDA を中間形式

として使用することがユース・ケースに合わない場合は、1 つの形式から別の形式に医療データを直接変換するカスタ

ム DTL を作成できます。例えば、付属の XSLT と DTL を使用することなく C-CDA v2 を HL7 に直接変換する DTL

を作成できます。

DTL の視覚的な表現は、XML ベースの言語であるインターシステムズ・データ変換言語に内部的に保存されます。上

級ユーザは、DTL エディタを使用する代わりに DTL コードを直接編集できます。

非医療関係の設定における DTL エディタの簡潔で実践的なチュートリアルは、"データ変換の作成" を参照してくださ

い。DTL 変換の作成に関する完全な情報は、"DTL 変換の開発" を参照してください。
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DTL データ変換について
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